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ようとしている Herscovics と Linchevski ら
の一連の研究を吟味し算数と数学の乖離の様
相を具体的に明らかにしていきたいと考える。 































表１． 加法・減法の提示順と場面設定．  









































































































問題文 → （ａ） （ｃ） ～ （ｄ） 
（ａ） → （ｂ）  
（ａ） → （ｃ） （ｄ） → （ｅ） 
 
 





























































































































































































































































































































































































































   ・加法を最初に計算する。  ６２  
（ⅱ）５０－１０＋１０＋１０＝？  
   ・５０－３０＝２０と計算する。  ５１  
（ⅲ）１０４÷８÷４＝？  
   ・８÷４を先に計算する。  ５８  
（ⅳ）(a)９２６＋１６７－１６７＝？  
    (b)９２６－１６７－１６７＝？  
   (c)９２６－１６７＋１６７＝？  
(d)９２６－（１６７－１６７）＝？  
   ・（ｂ）＝（ｄ）：誤答  ２３  
   ・（ｃ）＝（ｄ）：正答  ４０  
（ⅴ）２３７＋８９－８９＋２６７－９２＋９２＝？  
   ・８９どうし，９２どうしを正確にキャンセルする。  ４６  
   ・９２どうしを不正確に足す。  ２１  
（ⅵ）２１７－５９＋５９＋６２－２８－２８＝？  
   ・５９どうしを不正確に足す。  １８  
   ・２８どうしを不正確にキャンセルする。  ２３  
（ⅶ）２１７－１７５＋２１７－１７５＋９８＝？  
   ・２１７を不正確にキャンセルする。  ４２  
（ⅷ）１９５＋６７－１１７＋３９＝？  
   ・１９５＋１１７をする。（誤答）  ４３  
   ・６７－３９をする。（誤答）  ３９  
（ⅸ）２１７＋３９－１６２－１７＝？  
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